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事故発生防止のための指針 

 

１．施設における事故の防止に関する基本的考え方 

 

当施設は、安全かつ適切に質の高い介護サービスを提供するために、介護・看護による

事故を未然に防ぎ、万が一事故が発生した場合は、速やかな対応と同じ事故を繰り返す事

のないよう、職員一人ひとりが安全に対する意識を向上させ、業務を的確に遂行できるよ

うに知識と技術を高めるとともに、組織全体で安全を推進するために継続てきに取り組み、

入居者が安全で快適な生活を過ごすことができるよう努めます。 

 

２．事故防止のための委員会その他施設内の組織に関する事項 

 

(１)事故防止のための委員会設置 

当施設では、事故防止及び再発防止のため、事故対策委員会を設置する。 

 

(２)目的 

①事故発生時の対応 

②事故報告の分析及び改善策の検討と周知徹底 

③事故発生に関する各種マニュアル、事故発生報告書等の整備 

④事故防止のための情報提供 

 

(３)事故対策委員会の構成員と役割 

①施設長 

・事故発生と予防のための統括管理 

②事務(課)長 

・行政への報告 

・備品の整備 

③看護職員 

・医師（医療機関）との連携 

・施設における医療行為の範囲についての整備 

・処置への対応 

・記録の整備 

④介護職員 

・各マニュアルに沿ったケアの確立 

・生活相談員、看護職員、栄養士等との連携 

・入居者の状態把握 
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・経過記録の整備 

   ⑤管理栄養士 

    ・入居者の状態に応じた食事の工夫 

    ・栄養にかんするアセスメントとリスク真似地面雄 

   ⑥生活相談員 

    ・経過記録の整備 

    ・家族の対応 

 

この委員会の委員長は施設長とする。また、専任の安全対策を担当する者を配置し、必要

に応じて、協力医療機関の医師や主治医等に助言を仰ぐ事とする。 

 

(４)事故対策委員会の開催 

委員会は、委員長が招集し、3 ヶ月に 1 回以上の定期会議、必要に応じて臨時会議を開

催し、結果については、介護職員等に周知する。 

 

３．事故防止のための職員研修に関する考え方 

 

全職員を対象に、事故発生防止の基礎的内容等の適切な普及・啓発をするとともに、当

施設における指針に基づき、安全管理の徹底を行うため、年 2 回以上の研修を行う。ま

た、新規採用者については、採用時に研修を行う。 

 

（新規採用時研修の主なる内容） 

①指針に基づき説明し、理解を得る 

②各科、各係の役割について説明し、理解を得る 

③記録の重要性について説明し、理解を得る 

 

４．施設内で発生した事故、ヒヤリハット事例等の報告方法及び介護に係る安全の確保を目

的とした改善のための方策に関する基本方針 

 

（１）報告システムの確立 

セーフティレポートシステム「ファントルくん」にて、インシデントや事故に至る可

能性のあった出来事についての報告書を作成する。収集された情報は、分析・検討を行

い、施設内で共有し、再び事故を起こさないための対策を立てるために用いる。なお、

報告書を提出した者に対し、当該報告書を提出したことを理由に不利益な処分は行わ

ない。 
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（２）事故要因の分析 

収集された情報は、事故対策委員会で問題点の分析・評価を行う。 

分析に当たっては、ハード面、ソフト面、環境面、人的面などから要因分析を行い、

再発防止に関する方策に活かす。また、業務改善の情報分析も併せて行う。 

 

（３）改善策の周知徹底 

事故対策委員会にて事故報告書等を集計し、事故の発生時の状況等を分析する。ま

た、事故の発生原因、発生傾向、結果等をとりまとめ、鵜宇高な防止策を検討し、

その内容を周知する。なお、防止策を講じた際には、その効果について評価する。 

 

５．事故等発生時の対応に関する基本方針 

 

（１）入居者への対応・事故処理 

介護保険サービスを提供する上で事故が発生した場合、入居者に対し必要な処置

を講じる等、速やかな対応と迅速・適切な事故処理を行います。その際、過失の有

無に関わらず、入居者及びご家族に誠実な対応を行うことを第一に心がける。 

 

（２）家族に対する説明・連絡 

家族等に対しては、予め指定された緊急連絡先に沿って速やかに連絡を行う。 

・事故発生状況及び施設職員の対応状況 

・事故発生要因及びその再発防止策 

 

（３）その他の連絡・報告 

以下の関係機関に対し、事故等発生状況報告書の提出により報告する。 

・北海道（管轄振興局） 

・保険者（必要に応じて） 

 

（４）損害賠償 

事故状況により賠償等の必要性が生じた場合は、当施設の加入する損害賠償保険

で対応する。 

 

６．入居者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

 

   当該指針の概要や閲覧方法について、重要事項説明書に明記し、入居者等より要望が

あれば当該指針を閲覧できるようにする。 
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７．その他事故等の発生の防止の推進のために必要な基本方針 

（１）介護安全推進委員会の開催 

   委員会は、1 ヶ月に 1 回定例委員会を開催し、介護安全の推進を目的に事例の発生

要因の分析、再発防止策の周知等について検討する。 


